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体
力
測
定
は
今
回
で
７
回
目
を
数
え
、
3
月
15
日
㈮
10
時
か

ら
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
藤
崎
で
開
催
し
た
。

今
回
は
体
力
測
定
に
加
え
「
み
ず
ほ
教
育
福
祉
財
団
」
支
援
事

業
の
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
に
よ
る
健
康
的
な
呼
吸
法
の
講
習
会
も
同

時
に
開
催
さ
れ
、
体
力
の
維
持
・
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
、
ス
タ
ッ

フ
合
わ
せ
て
30
人
が
参
加
し
た
。

最
初
に
舘
山
老
連
会
長
の
励
ま
し

の
言
葉
が
あ
り
、
ラ
ジ
オ
体
操
で
体

を
ほ
ぐ
し
て
か
ら
、【
ス
ポ
ー
ツ
吹
き

矢
】
を
全
員
で
体
験
し
た
。

講
師
は
三
上
優
香
里
青
森
県
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
協
会
上
級
指
導

員
（
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
館
長
）
と
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
会
員
が
担
当

し
、
グ
ル
ー
プ
毎
に
試
射
を
行
っ
た
。
内
容
は
、

⑴
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
の
ル
ー
ル
説
明

　
【
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
】
協
会
会
員 

7
名   

が
個
別
指
導

　

・
筒
の
持
ち
方　
　
　
　

・
呼
吸
法
と
吹
く
ま
で
の
動
作

　

・
試
射
（
一
人
15
射
）　      

・
得
点
の
数
え
方

※
吹
き
矢
は
男
性
の
希
望
が
多
く
、
講
習
後
久
井
名
舘
松
葉
会

　
　

や
白
子
高
砂
会
で
も
講
習
会
を
開
催
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

⑵
体
力
測
定

　

・
体
力
測
定
の

　
　

種
目

　
　

体
力
測
定
は
毎
年
参
加
し
て
き
た
方
が
多
く
、
殆
ど
手
が
か

　
　

か
ら
ず
種
目
を
こ
な
し
て
い
た
。

　

⑶
補
助
員　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員　

・
推
進
委
員
・
会
員

女
性
部
総
会
は
、
３
月
19
日
㈫
10
時
よ
り
、
藤
崎
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
集
会
室
で
行
わ
れ
部
員
約
40
名
が
参
加
し
て
開
催
。

案
件
は
、
⑴
平
成
30
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
、
⑵
平
成
31
年

度
事
業
計
画
（
案
）・ 

収
支
予
算
（
案
） 

、
⑶
役
員
改
選 

、
⑷
そ
の
他

を
審
議
し
、
全
て
の
案
件
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

来
る
５
月
29
日
㈬
は
、
毎
年
、
町
の
恒
例
行
事
と
な
っ
た

健
康
づ
く
り
の
日
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
二
〇
一
九
」
で
す
。

　

テ
ー
マ
「
汗
か
い
て
さ
っ
ぱ
り 

藤
崎
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」

今
年
の
対
戦
相
手
は
、
長
野
県
東と

う

御み

市
で
す
。

詳
し
い
情
報
は
5
月
1
日
発
行
、「
広
報
ふ
じ
さ
き
」
の
折

　

込
配
付
さ
れ
る
「
参
加
報
告
書
」
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
下
さ
い
。

一
、
期　

日　

5
月
29
日
㈬ 

10
時　

藤
崎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
集
合

二
、
コ
ー
ス　
　

藤
崎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
➡　

①
藤
崎
駅
➡　

　

②
せ
せ
ら
ぎ
遊
歩
道
➡　

③
藤
崎
八
幡
宮
➡　

④
き
く
ち
覚
誠

　

堂
➡　

⑤
ア
ン
ト
ル
メ
佐
藤
菓
子
店
➡　

⑥
藤
崎
城
本
丸
跡
標

　

柱
➡　

⑦
藤
崎
教
会
➡　

⑧
ふ
れ
あ
い
ず
ー
む
館
➡　

⑨
堰
神

　

社 

➡　

⑩
鹿
嶋
神
社
➡　

⑪
藤
崎
駅
➡　

藤
崎
老
人
福
祉

　

セ
ン
タ
ー
迄
の 

約
4.5
㎞
、
2
時
間
コ
ー
ス

○
本
コ
ー
ス
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
「
駅
か

　

ら
ハ
イ
キ
ン
グ
」
藤
崎
コ
ー
ス
で
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
終
了
後
に
藤
崎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
昼
食

　

・
懇
親
会
を
開
催
し
ま
す
。

三
、
参
加
料　

五
〇
〇
円
（
弁
当
・
保
険
料
含
む
）
当
日
集
金

四
、
持
参
物　

お
や
つ
、
飲
み
物
な
ど
は
各
自
持
参
く
だ
さ
い
。

五
、
申
込
先　

藤
崎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ーFax

…
75
―
２
１
２
８

　
　
　
　
　
　

常
盤
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ーFax

…
65
―
５
２
６
２

　
　

両
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
申
込
書
に
（
氏
名
、
単
位
ク
ラ
ブ
名
、

　
　

電
話
番
号
）
を
記
入
し
て
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

六
、
申
込
み
〆
切　

5
月
22
日
㈬　

電
話
不
可　

Fax

…
推
奨

　
　

※
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
行
事
で
す
の
で
、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

　
　

報
告
書
」
に
記
入
す
る
と
、
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
ま
す
。

１
、
日
時　

5
月
8
日
㈬ 　

10
時
～
14
時

２
、
場
所　

藤
崎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー　

教
養
娯
楽
室

３
、
奉
仕
活
動
の
内
容

　
　
「
手
作
り
ぞ
う
き
ん
の
縫
製
」･･･

福
祉
施
設
等
に
寄
贈
。

　
　

  

昨
年
は
町
内
の
中
学
校
へ
寄
贈
し
ま
し
た
。

○
講
　
話
　
演
題
「
私
の
小
さ
な
旅
～
温
泉
巡
り
」

　
　
　
　
　
　

講
師　

津
軽
新
報
社
記
者　

齋
藤　

馨　

氏

平
成
11
年
か
ら
続
け
て
い
る
「
旅
の
よ
も
や
ま
話
」
の
中
か
ら

話
さ
れ
ま
し
た
が
、
旧
常
盤
村
の
「
と
き
わ
温
泉
」
は
、
全
国
的

に
も
珍
し
く
注
目
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。
今
で
は
社
会
福
祉
協

議
会
に
温
泉
浴
場
併
設
は
当
た
り
前
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
当

時
と
し
て
は
画
期
的
な
事
業
と
し
て
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

温
泉
ブ
ー
ム
の
火
付
け
役
は
、
昭
和
60
年
代
で
女
性
グ
ル
ー
プ

が
主
流
と
な
り
、
現
在
は
日
本
全
国
約
二
五
〇
〇
カ
所
の
温
泉
が

あ
り
、
賑
わ
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
近
年
の
温
泉
場
の
話

で
は
、
矢
立
（
大
館
市
）・
大
沢
（
女
性
専
用
の
露
天
風
呂
が
あ

る
）・
月
沢
（
山
形
県 

庄
内
町
）・
八
湯
温
泉
（
山
形
県 

秘
湯
八

泉
が
あ
る
）・
妙た

え

乃の

湯
（
秋
田
県 

乳
頭
温
泉
郷
、
十
和
田
・
八
幡

平
国
立
公
園
内
に
あ
る
）
の
湯
な
ど
を
取
材
し
ま
し
た
が
、
様
々

な
人
た
ち
と
の
出
会
い
・
ふ
れ
あ
い
が
温
泉
巡
り
の
楽
し
み
で
あ

り
、
醍
醐
味
で
あ
る
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。

珍
し
い
温
泉
で
は
、
ポ
ル
ダ
ー
潟
の
湯
（
秋
田
県 

大
潟
村
）

と
い
う
五
〇
〇
万
年
前
の
お
湯
が
湧
い
て
お
り
、
湯
の
色
は
真
っ

黒
で
、
入
る
と
赤
茶
色
に
見
え
、
滑
り
が
あ
り
肌
も
ツ
ル
ツ
ル
に

な
る
の
で
、
女
性
に
は
人
気
が
あ
り
ま
す
。

平
成
30
年
度
決
算

は
、
下
表
の
通
り
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

大
き
な
支
出
は
、

体
験
コ
ー
ナ
ー
で
、

次
い
で
、
旅
行
の
支

出
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
色
々

な
行
事
が
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
お

誘
い
合
わ
せ
の
上
、

ご
参
加
下
さ
る
よ
う

に
と
計
画
表
を
掲
げ

て
お
き
ま
し
た
。

な
お
、
未
定
の
所

は
、
そ
の
都
度
【
白

寿
】
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
の
で
、
是
非
ご

参
加
下
さ
る
よ
う
役

員
一
同
期
待
し
て
い

ま
す
。

役
員
名
簿
は
、
紙

面
の
関
係
で
三
段
目

に
載
せ
ま
し
た
。

４
、
準
備
物

　

・
雑
巾
に
す
る
布
・
縫
い
針
・
糸
・
鋏
、
何
れ
も
主
催
者
で
準

　
　

備
し
ま
す
が
、
持
参
で
き
る
方
は
、
ご
協
力
願
い
ま
す
。

５
、
昼
食
…
…
各
自
ご
持
参
下
さ
い
。

　
　

ご
多
用
の
所
で
は
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
が
、
会
員
皆
さ
ん
の
ご

　
　

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

女
性
部  

総
会
開
催

５　月　行　事　予　定　表
日 曜 行　　事 時刻
1 水 即位の日
2 木 国民の休日
3 金 憲法記念日
4 土 みどりの日
5 日 こどもの日
6 月 振替休日
７ 火 日本舞踊部 12:00

8 水

役員会 10:00
女性部雑巾奉仕 10:00
菊花部 13:00
茶道部 13:00

9 木 囲碁・将棋部 12:30
10 金 芸能部 12:00
11 土
12 日

13 月
生け花部 10:30
ふじ健大 OB 会 13:30

14 火
日本舞踊部 12:00
囲碁・将棋部 12:30

15 水

16 木
囲碁・将棋部 12:30
広報委員会 13:30

17 金
18 土
19 日
20 月 芸能部 12:00

21 火
日本舞踊部 12:00
囲碁・将棋部 12:30

22 水 菊花部 13:00
23 木 囲碁・将棋部 12:30
24 金 芸能部 12:00
25 土
26 日

27 月
生け花部 10:30
芸能部 12:00

28 火 日本舞踊部 12:00

29 水
チャレンジデーウォーキング 10:00
茶道部 13:00

30 木

31 金
【白寿】配布日
芸能部 12:00

体
　
力
　
測
　
定

ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢 

元
気
溌は

つ
ら
つ剌

鎧
挑
戦

①
握
力

④
開
眼
片
足
立
ち

②
上
体
起
こ
し

⑤
10
ｍ
障
害
物
歩
行

③
長
座
体
前
屈

⑥
６
分
間
歩
行

　

  　
【 

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
】
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

　　【表１】　　　　　　　　平成 30年度　収　支　決　算
30 年度　収　入　の　部 30 年度　支　出　の　部

項　目 決算額 説　明 項　目 決算額 説　明
助成金 80,000  町路連より 会議費 31,215 総会・役員会

事業収入 130,200

総会費 31名× 500 15,000
研修旅行 18名×    2,000 円
体験コーナー 29 名× 1,800
　　　　　　        　52,000
部役員研修 10 名×    2,500 円
  キャンセル料    １, ５０0 円                           
                                 26,500

事業費 198,567

奉仕活動　　　　 　１,758
健康講座　　　 　   10,633
研修旅行　　　　  59,750
体験コーナー      　       97,720
役員研修旅行        　   26,630
軽スポーツ教室　　 2,076

繰越金 38,554 前年度繰越金 事務費 2,470 総会資料、講習会等コピー

雑収入 3,000 負担金 9,000
合　計 251,754 合　計 241,252

収入　251,754 円　ー　支出　241,252円　＝　繰越金　10,502 円

　

女
性
部
役
員
（
平
成
31
年
４
月
１
日
～
令
和
３
年
３
月
31
日
）

役

職
　

氏　

名　

役　
　

職

　

氏　

名　

部　

長
（
庶
務
兼
）

佐
藤
佳
丘
子

監

事

三

戸

カ

ズ

副

部

長

佐

藤

緑

齋

藤

君

子

工
藤
祐
子

会

計

榊　

佳

子

理　事

佐
藤
キ
ク
エ

髙

木

敬

子

對
島
美
栄
子

新

谷

カ

ツ

小
笠
原
靖
子

神
　
　
　
信
　
子

水

谷

玲

子

清
野
チ
ル
子

佐
々
木
ト
ミ
エ

田
澤
よ
し
子

　
　

令
和
元
年
度　

月　

別　

事　

業　

計　

画

４
月

   

随
時

役
員
会

26
㈮

町
老
連
総
会

文
化
セ
ン
タ
ー

５
月

８
㈬

奉
仕
活
動

雑
巾
縫
製

西
豊
田
温
泉

6
月

18
㈫

研
修
旅
行

青
森
放
送
見
学
・
平
内
温
泉
（
会
食
）

７
月

10
㈬

健
康
講
座

８
月

未
定

体
験
コ
ー
ナ
ー

9
月

〃

料
理
講
習
会

東
北
栄
養
専
門
学
校
文
化
セ
ン
タ
ー

〃

軽
ス
ポ
ー
ツ

ペ
タ
ン
ク
・
ユ
ニ
カ
ー
ル　

SP
藤
崎

10
月

〃

老
連
役
員
研
修

２
月

〃

役
員
会

総
会
打
合
せ

３
月

〃

女
性
部
総
会

【
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
】
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
参
加
者
募
集

女
性
部 

奉
仕
活
動
の
お
知
ら
せ

上
記
、
理
事
の
内
、
網
掛

け
の
四
人
は
新
任
で
す
。

あ
と
は
全
て
留
任
と
な
り

ま
し
た
。

開眼片足立ち

上体起こし 健康チェック

野
呂    

清  
上
級
指
導
員
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ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
・
ア
ト
ラ
ン
タ　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

透

今
ど
き
の
携
帯
電
話
は
撮
影
機
能
が
付
い
て
い
る
が
、
こ
れ
に

は
ビ
デ
オ
の
送
受
信
も
で
き
る
。
週
に 

3
・
４
日
ほ
ど
米
国
に
い

る
娘
か
ら
、
特
に
孫
の
情
報
を
交
え
た
デ
ー
タ
が
送
ら
れ
て
く
る
。

今
回
は
娘
た
ち
が
住
ん
で
い
る
テ
ネ
シ
ー
州
か
ら
隣
の
ジ
ョ
ー

ジ
ア
州
に
1
週
間
ほ
ど
遊
び
に
行
っ
て
き
た
写
真
・
ビ
デ
オ
を

送
っ
て
き
た
。
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
と
は
、
ア
メ
リ
カ
南
部
で
有
名
な

州
の
一
つ
で
す
が
、
皆
さ
ん
は
何
を
一
番
思
い
当
り
ま
す
か 

?

ま
ず
、
南
北
戦
争
で
主
な
戦
場
に
な
っ
た
こ
と
、
ア
ト
ラ
ン
タ

や
オ
ー
ガ
ス
タ
と
い
う
都
市
が
あ
り
、
特
に
オ
ー
ガ
ス
タ
は
ゴ
ル

フ
愛
好
者
に
は
有
名
な
マ
ス
タ
ー
ズ
が
オ
ー
ガ
ス
タ
・
ナ
シ
ョ
ナ

ル
、
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
と
野
球

が
強
い
（
ブ
レ
ー
ブ
ス
）。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
も
強
い
の
で
あ
る
。
気
候
が
良
い
せ
い
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

文
化
で
は
映
画
の
「
風
と
共
に
去
り
ぬ
」
は
有
名
で
あ
り
、
レ

イ
チ
ャ
ー
ル
ズ
の
「
わ
が
心
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
」
は
州
の
公
式
歌
で

あ
る
。
…
…
皆
様
が
聞
く
と
す
ぐ
分
か
り
ま
す
。
C
N
N
と
い

う
テ
レ
ビ
局
も
あ
る
が
、
面
白
い
所
で
は
コ
カ
コ
ー
ラ
誕
生
の
地

で
あ
り
、「
ワ
ー
ル
ド
・
オ
ブ
・
コ
カ
コ
ー
ラ
博
物
館
」
が
あ
り
、

娘
や
孫
た
ち
は
そ
こ
で
遊
ん
で
き
た
よ
う
で
、
楽
し
そ
う
な
写
真

を
沢
山
送
っ
て
き
た
。
17
＄
（
二
千
円
弱
）
の
入
場
料
で
見
学
も

出
来
、
世
界
の
色
々
な
コ
ー
ラ
が
飲
み
放
題
だ
そ
う
で
あ
る
。

私
は
何
度
か
途
中
の
中
継
飛
行
場
と
し
て
行
っ
た
こ
と
が
あ
る

が
、デ
ル
タ
航
空
の
ハ
ブ
空
港
で
あ
り
、世
界
一
の
発
着
数
を
誇
っ

て
い
る
。
因
み
に
羽
田
空
港
も
世
界
第
4
位
で
あ
る
。
空
港
の

敷
地
内
に
列
車
が
走
っ
て
い
る
程
、
広
大
な
空
港
で
あ
る
。
そ
ん

な
こ
ん
な
で
行
っ
て
み
た
ら
、
案
外
と
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
も
楽
し
い

所
で
あ
っ
た
。

米
国
人
は
「
Ｔ
」
を
発
音
し
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
、
ア
ト
ラ

ン
タ
（
A
T
L
A
N
T
A
）
は
私
た
ち
に
は
ア
ラ
ラ
ー
ラ
と
聞
こ

え
る
。
一
度
、
米
国
人
に
言
わ
せ
て
み
て
下
さ
い
。（
笑
）。

更
に
は
、
米
国
人
は
コ
カ
コ
ー
ラ
で
何
で
も
病
気
が
治
る
と
信

じ
て
い
る
ら
し
い
。（
笑
）

　
　

燒
山
峠
山
賊
退
治

昔
、
水
木
村
に
萬ま

ん
の
え
も
ん

之
衛
門
と
言
う
若
者
が
住
ん
で
い
た
。
彼
は

一
見
好
男
子
で
あ
り
、
ま
た
、
大
の
酒
飮
み
で
、
そ
の
上
博ば

く
ち打

う

ち
で
仕
事
も
し
な
い
道
楽
者
。
父
親
は
今
迄
に
何
回
と
な
く
口
説

こ
う
と
、
ち
っ
と
も
耳
す
ら
傾
け
ぬ
風
で
呆
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。

父
親
は
、
或
る
日
、
萬
之
衛
門
を
呼
び
、「
萬
之
衛
門
わ
し
は
お

前
を
一
人
前
に
な
る
ま
で
育
て
ゝ
き
た
。
こ
れ
か
ら
は
一
人
で
何

処
か
で
暮
せ
る
年
頃
、
こ
れ
か
ら
働
い
て
飯
を
食
っ
て
行
け
。」

と
言
っ
て
お
金
十
両
を
差
し
出
し
た
。
こ
れ
は
、
わ
し
に
と
っ
て

は
大
金
だ
が
、
こ
れ
を
も
と
に
働
い
て
生
活
せ
。
お
前
は
も
う
わ

が
子
で
は
な
い
。
お
前
の
心
は
こ
れ
で
は
っ
き
り
分
か
っ
た
と
言

い
家
を
追
出
さ
れ
た
。
そ
こ
で
萬
之
衛
門
ど
う
す
る
事
も
出
来
ず
、

今
更
悪
い
と
は
思
い
な
が
ら
、
勘
当
さ
れ
た
身
な
れ
ば
と
黒
石
の

城
下
へ
と
通
り
か
ゝ
っ
た
。
時
は
昼
近
く
、
腹
も
減
っ
て
い
た
の

で
一
軒
の
茶
屋
へ
行
き
、
飯
を
一
杯
食
べ
さ
せ
て
く
れ
。
と
食
べ

た
の
も
よ
い
が
、
目
に
映
る
の
は
酒
、
つ
い
に
悪
い
癖
が
出
て
酒

に
手
が
出
て
、
女
中
相
手
に
酒
肴
に
移
っ
て
、
て
ん
や
わ
ん
や
の

大
騒
ぎ
に
、
道
行
く
人
の
足
を
止
め
た
程
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
聞

き
つ
け
た
隣
り
近
所
の
茶
屋
娘
連
中
は
、「
旦
那
様
、
此
ち
ら
に

も
お
い
出
下
さ
い
、
此
ち
ら
に
も
」
と
持
て
囃は

や

さ
れ
、
よ
い
気
分

に
な
っ
た
萬
之
衛
門
、
肝き

も
た
ま魂

を
大
き
く
持
ち
女
は
愛
嬌
男
は
度
胸

と
、
う
ん
う
ん
と
生
返
事
で
三
・
四
日
、
ぶ
ら
り
ぶ
ら
り
と
隣
り

近
所
の
茶
屋
に
金
を
ま
き
始
め
て
、
ま
た
ゝ
く
ま
に
十
両
の
金
を

使
い
盡
し
た
。
そ
う
な
る
と
金
を
目
当
に
遊
び
戯
れ
て
い
た
娘
連

中
は
、
誰
一
人
と
し
て
相
手
に
す
る
者
が
な
い
。

薄
馬
鹿
く
さ
い
と
思
っ
た
の
か
、
默
っ
て
家
に
帰
り
飯
を
食
べ

て
い
た
。
そ
こ
に
父
親
が
帰
っ
て
来
て
、「
お
れ
、
萬
之
衛
門
、

お
前
を
勘
当
し
て
や
っ
た
の
に
帰
っ
て
来
る
馬
鹿
あ
る
か
。」
と

立
腹
す
る
事
赫か

く
ど怒

（
激
し
く
怒

る
こ
と

）
の
如
し
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
い
く

ら
頭
か
ら
湯
気
を
た
て
ゝ
怒
っ
て
も
無
駄
で
あ
っ
た
。
父
親
は
、

困
っ
た
者
だ
と
一
人
言
を
言
い
、
ま
た
も
や
十
両
の
大
金
を
取
り

出
し
、
一
生
お
前
は
家
に
帰
っ
て
来
て
は
な
ら
ぬ
ぞ
、
と
繰
り
返

し
、
堅
く
口
や
か
ま
し
く
説
き
聞
か
せ
家
を
出
し
た
時
は
、
四
方

の
山
々
に
は
残
雪
が
ま
ば
ら
で
、
い
と
も
温
か
き
春
日
和
の
日
で

あ
っ
た
。
今
更
ど
う
す
る
事
も
出
来
ぬ
萬
之
衛
門
、
一
人
ぽ
ち
り

ぽ
ち
り
今
迄
住
み
な
れ
た
故
郷
を
後
に
、
一
生
帰
れ
ぬ
心
の
辛
さ

で
涙
な
が
ら
に
黒
石
城
下
へ
と
足
を
運
ん
だ
。
そ
れ
で
も
何
拠
に

行
く
と
い
う
目
当
も
な
く
、
黒
石
の
町
は
ず
れ
の
一
軒
の
茶
屋
に

足
を
休
め
て
い
た
。
す
る
と
、
さ
っ
き
か
ら
萬
之
衛
門
の
顔
を
、

つ
く
づ
く
眺
め
て
い
た
茶
屋
の
女
將
。
年
の
頃
三
二
・
三
、「
若
旦

那
さ
ま
お
前
婿
に
な
る
人
で
ね
が
」
と
問
わ
れ
「
よ
い
所
が
あ
れ

ば
い
ず
で
も
な
れ
す
。」「
い
ゝ
ど
こ
ろ
に
も
悪
い
と
こ
ろ
に
も
私

が
一
人
で
さ
ね
。」「
そ
う
で
す
か
。
せ
ば
な
っ
て
も
よ
ご
す
。」

と
意
気
投
合
、話
が
ま
と
ま
り
一
緒
に
な
っ
た
。い
ざ
夫
婦
と
な
っ

て
見
る
と
和
合
円
満
に
行
か
ず
で
、
考
え
た
通
り
に
い
か
ぬ
。
特

に
女
は
男
よ
り
金
を
巻
き
上
げ
る
の
が
上
手
で
、
女
將
も
金
の

持
っ
て
い
る
内
は
、
よ
く
世
話
を
し
た
が
金
が
無
く
な
る
と
そ
う

世
話
は
し
な
い
。
そ
れ
は
萬
之
衛
門
も
少
し
頭
が
変
に
思
わ
れ
、

女
將
に
も
呆
れ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。　
（
以
下
次
号
へ
続
く
）

去
る
4
月
11
日
㈭
、久
井
名
舘  

松
葉
会
（
会
長     

佐
藤
良
精
）

が
、会
員
18
名
で
作
っ
た
「
お
手
玉
」
二
六
〇
個
と
「
ず
ぐ
り
縄
」

を
寄
贈
し
ま
し
た
。

き
っ
か
け
は
、「
昔
の
遊
び
」
で
町
内
三
小
学
校
を
訪
れ
た
時
、

お
手
玉
が
不
足
し
て
い
た
こ
と
を
知
り
、
集
会
所
で
行
事
の
済
ん

だ
あ
と
の
時
間
で
、
持
ち
寄
っ
た
端
切
れ
の
布
と
大
豆
で
手
作
り

し
た
物
で
す
。

既
に
藤
崎
小
学
校
と
藤
崎
中
央
小
学
校
に
も
寄
贈
さ
れ
て
お
り
、

今
回
で
三
小
学
校
全
て
に
寄
贈
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、「
ず
ぐ
り
縄
」
は
、

使
い
込
ん
で
縄
が
さ
さ
く

れ
立
っ
て
い
た
の
で
、
男

性
会
員
が
左
縄
で
作
っ
た

物
で
す
。

松
葉
会
の
佐
藤
良
精
会

長
と
佐
藤
キ
ク
エ
副
会
長

が
、
新
し
く
赴
任
さ
れ
た

大
里
公
子
校
長
先
生
に
手

渡
し
ま
し
た
。

学
校
で
は
、
昔
の
遊
び

の
時
は
勿
論
、
休
み
時
間

な
ど
に
も
子
ど
も
達
に
使

わ
せ
た
い
と
、
大
変
喜
ば

れ
ま
し
た
。

　

 

◇
◇ 

俳　

句 

◇
◇

藤
崎
町
に
伝
わ
る
昔
話
と
伝
説　

尾

さ
ら
さ
ら
と
さ
ら
さ
ら
さ
ら
と
ぶ
な
わ
か
ば

鳴
海　

艸
人

父
母
逝
き
て
集
い
し
古
里
の
別
れ
霜

木
崎　

道
子

み
な
違
う
夢
を
見
て
ゐ
る
葱
坊
主

福
井　

伝
馬

い
た
ず
ら
な
孫
の
穴
な
り
春
障
子

清
水
稼
志
男

春
光
や 

急
に
親
し
き
万
葉
集

清
水　

雪
江

令和元年度　　　　単位老人クラブ（会長名等）

平成 31年 4月 22 日現在     

No. 会　　　名 会　長　名 男 女 会員計 新会員
1 舟場  若葉会 竹 内 義 浩 4 14 18 1
2 みつや  長寿会 工 藤 祐 子 8 26 34 1
3 表町 長寿会 小 笠 原 正 成 9 25 34 0
4 仲町  登喜和会 竹 嶋 逞 子 2 16 18 0
5 曲新田  健老会 田 澤 順 子 7 22 29 2
6 本町・木挽町  長寿会 佐 藤 和 夫 19 34 53 1
7 朝日町  延寿会 栩 内 武 志 21 38 59 2
8 舘川  シニア倶楽部 清　水　稼志男 11 17 28 1
9 下町  延寿会 町 田 信 保 7 19 26 2
10 新町  福寿会 土 岐 憲 一 9 23 32 2
11 横町  寿楽会 加 藤 司 郎 2 12 14 0
12 伝馬  喜楽会 阿 部 忠 芳 15 26 41 0
13 葛野  長寿会 三　浦　登美子 4 39 43 2
14 藤越  長寿会 葛 西 英 雄 7 15 22 1
15 中島  千寿会 吉 本 時 秋 8 19 27 0
16 小畑  長寿会 成 田 早 苗 9 17 26 0
17 矢沢  長寿会 清　野　  草名義 8 38 46 1
18 水沼  延寿会 町 田 　 隆 11 9 20 0
19 中野目  長寿会 神　　　　ノブ子 2 29 31 7
20 西中野目  長寿会 石 井 哲 子 6 42 48 8
21 俵舛・下俵舛  長寿会 横 嶋 正 信 15 31 46 0
22 柏木堰  老喜会 工 藤 辰 雄 10 29 39 1
23 西豊田  豊寿会 北 山 勝 芳 23 38 61 1
24 東町  シニアクラブ 白 戸 　 治 14 20 34 0
25 白子  高砂会 相 坂 ナ ツ エ 6 8 14 0

藤崎地区　 小　　計 237  606  843 33
26 水木  第１老人クラブ 三 浦 　 昇 18 22 40 1
27 水木  第２老人クラブ 猪 股 和 彦 14 14 28 3
28 福島  第１老人クラブ 古 川 慶 次 22 15 37 0
29 福島  第２老人クラブ 間 山 由 吉 22 20 42 0
30 榊　第１老人クラブ 三 上 　 明 13 32 45 1
31 榊　第２老人クラブ 坂 岡 　 明 25 40 65 0
32 常盤養命会 小 山 内　　　 昇 26 25 52 1
33 常盤養命会  第２ 一 戸 　 了 27 25 52 0
34 三ッ屋老人クラブ 齋 藤 剛 一 7 6 13 0
35 徳下徳寿会 三 浦 　 進 29 17 46 0
36 若松すこやかクラブ 佐々木 　栄次郎 7 29 33 3
37 久井名舘  松葉会 佐 藤 良 精 13 29 42 4
38 亀田  悠遊会 高 木 伸 昌 11 14 25 0
39 福舘  福寿会 齋 藤 恵 一 14 14 28 0
40 富柳  老人クラブ 太 田 昭 三 5 19 24 2
41 若柳  健柳会 榊 　   佳 子 6 8 14 0

常盤地区　 小　　計 259 327 586 18
　　　合　　　　　計 496  933 1,429  51

　　６０歳～９９歳の人口５, ９６１人 男　２, ４81 人　女３, ４80 人 ）
　　老人クラブの加入率２３. ９７％　（ 男１９. ９９％　、女２６．８１％）
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令
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老
連
役
員
決
ま
る

役
職

 

氏　

名　

会
長

舘

山

新

一
再

副
会
長

成
田　
　

始
再

木
村
美
智
子
再

神　
　
　

昭
子
新

監　

事

吉

田

兼

男

新

佐
々
木
了
子
新

会　

計

成
田　
　

始
再

（
副
会
長
と
兼
務
）

事
務
局
高

木

洋

一

再

顧　

問
高　

木　
　

    

尚

任　

期

平
成
31
年
4
月
1
日

令
和
3
年
3
月
31
日

4
月
26
日
㈮
、
老
連

総
会
が
開
催
さ
れ
、
老
連

理
事
会
で
決
定
さ
れ
た
収

支
決
算
・
収
支
予
算（
案
） ・

事
業
計
画
（
案
）・
人
事
案

件
等
は
、
全
て
満
場
一
致

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、
役
員
の

み
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
お 

手 

玉
」

「
ず
ぐ
り
縄
」


